
ヒューマンルネッサンス研究所について

　株式会社ヒューマンルネッサンス研究所（HRI）は、オムロン株式会社 100％出資による、

未来を展望する社会・生活研究シンクタンクです。

　オムロンでは、1970 年の国際未来学会にて発表した未来社会シナリオ「SINIC 理論」

（Seed-Innovation to Need-Impetus Cyclic Evolution）を、未来予測の拠り所としています。

これは、科学・技術・社会の相互の円環的関係をもとに過去から未来へのシナリオを描いた

もので、このシナリオに基づくと、これから 21 世紀半ばに向けた社会は、これまでの「工

業社会」から「自律社会」へと大きなパラダイム・シフトを遂げると予測されています。そ

して、そのような価値観の相克の渦中から一人ひとりが最適な生き方を探り、見出していく

ための現在は、「最適化社会」と位置づけられています。日本社会を見渡すと、情報化、少

子高齢化、地球環境問題など、これまでの社会の流れの延長線上をたどるだけでは、先を見

通しにくい状況にあるのは確かです。

　しかし、このような時代だからこそ、信頼できる未来への羅針盤を持ち、「人間が、より

人間らしく幸せに生きることができる社会」への道筋を明らかにしていくことが大切であり、

企業はそのために「社会の公器」として役立ち続けてこそ、未来から選ばれる企業となり得

るのではないかと考えています。

　このような背景をもとに HRI では、自律した多様な個人が互いに認め合い、支え合い、

刺激し合って、共に生きる社会を「自律社会」のコンセプトととらえて研究を進めています。

そして、これからの科学・技術の動向も踏まえ、社会システムや、「学ぶ」「働く」「遊ぶ」といっ

た生き方や暮らしに関するテーマを掲げ、国内外の未来研究機関とのコラボレーションを含

めた調査研究を展開しています。
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〜ワカモノのシカク〜

ワカモノと言えば「大学生」、というほどに大学生はフツーの存在となった。

数字の上では、大学進学希望者が全員入学可能になるのも間近だ。

昨年の統計データ（文部科学省平成 20 年度『学校基本調査』）を見てみよう。

日本の高校卒業者の 52.8％が大学等に進学し、19.0％が就職している。

大学進学率が 50％を超えた状態を、「大学のユニバーサル化」と呼ぶらしい。

もはや、日本社会は「大学生」≒「ワカモノ」と見てもよさそうな時代なのだ。

そんな彼らへの調査結果を、はじめにシカクという言葉から辿ってみる。

まず、ワカモノの「視覚」はどうだろう。

テレビ、ビデオ、ゲーム、ケイタイと、彼らは四角い画面を社会の窓として育ってきた。

膨大な情報を狭い画面から「見る」ことに長けている。そんな彼らには、すでに衰えたり、

偏ったりしてしまったオトナたちには認識できない、何かが見えているのかもしれない。

似ているけれど、彼らの「視角」はどうだろう。

ヒトの目は２つとも前向きに付いている。だから、ウマなどと違って振り向かないと横や

後ろが見えない。彼らは、しばしば、首を回し、振り返っては左右や後方の視角の中に何

かを探しているように見える。オトナが過去を懐かしみ、今を乗りきろうとするのとは違

うようだが、確かに後ろや横を気にしている。

そんな彼らに「死角」は無いのだろうか。

じつは、前方や上方に彼らの意外な死角があるのかもしれない。

いや、意図して死角を設けているのかもしれない。目をつぶっているのかと疑いたくなる

ほどに、上向き、前向きにワカモノの死角がありそうだ。なぜだろう？

対面してきた大学生たちは、みんな優しかった。丸かった。「四角」くなかった。

ワカモノ同士でも、オトナと対面しても、角が無いどころか液体のようだった。

そのワカモノたちの角の無さに対して、オトナたちは「覇気がない」と不満を浴びせる。

ところで、大学生とはどんな「資格」を持っているのだろう。

オトナの生き方の仮免許なのか、コドモの生き方の修了証なのか。いやいや、じつは彼ら

こそ、目の前に広がるカオスの海を渡りきる大航海の水先案内の有資格者かもしれない。

オトナの勘違いで未来への航路を間違ってはならない。Bon Voyage!

HRI 主席研究員   中間 真一
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2 巻頭メッセージ
オトナからみる大学生、期待そして願い
	 　　　　　中間真一（HRI	主席研究員）
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